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【研究の背景・目的・内容】 

住宅ストックの耐震基準や省エネルギー基準未達成や既存住宅流通の横ばい状況は、住生活基本計画において

も課題の一つとされている。近年の地域社会で顕在化している地域防災、景観や町並み保存、管理不全や空き

家問題などを勘案すると、都市部の住宅地の中古市場環境整備と、住宅の維持管理システムを確立することは

急務な課題である。戸建て住宅の居住者の維持管理の実態と、居住者のサポート役として住居管理に関わる職

能に求められる役割を整理し、良質な住宅ストックが住宅市場に好循環する、住居管理モデルを提案する。 

【応用例、研究の展望】 

近年、既存住宅流通・リフォーム市場の活性化に向けた施策として、安心Ｒ住宅制度やリフォーム事業者団体登録

制度、既存住宅状況調査技術者登録制度などが開始されている。それらの施策により専門性の高い人材が居住

者に関与でき、自然災害の備えや住宅の管理適正化に繋がっているのかの検証が必要である。住宅の所有者と

ホームドクター的関係性の構築ができている建築士や施工業者の取り組み事例や、関係主体が連携して既存住

宅の商品化などを試みている事例を選定し、それぞれの方法論や住居管理が適性に好循環していくための職能

の役割と関係性を考察する。それらの結果から社会モデルとして機能できるシステムを提案する。 

【研究方法の特色】 

住居管理に関わる職能と、良質な住宅が適性に循環する住居管理モデルを提案し、リフォームによる適切な維持

管理の促進や、住宅ストックビジネスの活性化、多角化する住生活産業に対応した担い手の確保と発展に貢献す

る。住宅管理の主体である住宅の居住者（所有者）の視点に立ち、戸建て住宅の居住者が行うべき維持管理と居

住者をサポートし、住居の維持管理に関わる職能の役割を確立し、それらの関係性から実践できる住居管理モ

デルを提案するところに特色がある。 
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特許・論文等 

・浅見美穂,共著「工事履歴からみる住まいのリフォームに関する研究－横浜市における木造戸建て住宅のケーススタディを
通して その2－」、『日本建築学会計画系論文集』、第78巻,第687号，pp.1023-1030，2013.5  
・浅見美穂,共著「修繕費用と耐震性能からみた住宅の維持管理に関する調査－横浜市の木造戸建て住宅のケーススタディを
通して－」、『日本建築学会技術報告集』、第25巻, 第59号，pp.423-428，2019.2.  
・浅見美穂,共著「戸建て住宅の住居管理における居住者から求められる職能－居住者アンケート調査結果による考察－」、
『日本建築学会大会学術講演梗概集F-1』、p.223-224，2021.9 

共同研究・外部機関 

との連携への期待 

・戸建て住宅の構法別の維持管理ガイドラインの開発 

・行政の外郭団体やNPO法人などが行う、既存住宅の管理サービスの商品化との連携が期待できる。 

 


